
 

Instructions for use

Title はこべの酵素に就て

Author(s) 田所, 哲太郎; 有泉, 方松

Citation 札幌博物学会会報, 6(1), 43-51

Issue Date 1915-12-01

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/61248

Type article

File Information Vol.6No.1_007.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp


ほとべの酵素に就て

農皐士田所哲太郎

農串士有泉方松

ON THE ENZYMES OF STELLARIA MEDIA. 

TETSUTARO TADOKORO 

and 

MICHIMATSU ARIIDZUMI. 

緒 一一日

ほとべ（Stellariamedia (L.) Vil!.）は石竹科（Caryophy llaceae）に属する倭

草にして好んで弱3光線及び適度の混気を有する土地に生ず其用途殆ど知られ

ぎるも時としては人畜の食料とせられ又屡々鳥類の食料に供せらるO 其用途砂

3の故を以てか従来之に閲する研究多からず只ヲオJVフ氏の其Z足分に劃する報

告を有するに過ぎず。其成牙lま殆芝一般の他の生草と異在らぎる可3も之を鳥

類の食料と錯す事屡｛，－在るは畢覧新鮮なるものを得易きに因るもの、如し。即

はとべは其一代を経過するに僅iζ二乃至三箇月を要するに過ぎゴれば其幼植物

を採るに便利Iとして且本州地方に於℃は凍結せる偉越冬し早春枝俸を繁茂する

ものなればな b。

植物体中に種φの酵素の存在するは明かなる事買にして従て植物体を生食

する時は此等酵素中の或者は通営なる事情の下に其作用を現はすに至る可し口

故に若し植物体中町蛋白質、脂肪或は農水化物等を分解する酵素存在する時は

此を生食すれば其等の酵素中或者は其働な這うして動物の消化作用を助成す可

L O 生草に闘し℃此種酵素の研究を行μたる者数ふるに暇有らず然れどもはと

べに就ては未対新の如3研究有 bしを聞かず此れ余等の此研究を企圃せし所以

に外ならず。

はとペの中に合有せらる、酵素に就ては消化作用tζ闘係を有する屯の、外
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向数種の酵素に就て丸其作用の強弱を測定し得たるを以て併せ℃其結果を次に

遮んと欲すO

供試酵素溶液の調製

新鮮なるはとべ五00克を乳．鉢内に磨砕し；水を加へて金量を二000尭と

なしトJVオ－JVー0跨を加へて二四時間放置して後塵搾鴻過しi慮液を向一同漉

紙を以て櫨過し之を供試披となしtとbo 

酵素の試験
一、エV プジン (Erepsin) 

此酵素はぺプトペアノレプモーゼ等を分解し℃アミノ酸を生ずるも真正蛋

白質を分解せざるもの立 b。故に此酵素の存否を決定せんとせばぺプトン溶液

に｜素液を作用せしめ其ペプトンを溶解する量を測定するものなるが次の試験

を行以て之を比較劃照せ9.

a. 酵素液 ニO持及二%ペプトン溶液二O路

b. 煮沸酵素液二Q持及二%ぺプトン溶液二O沌

C. 酵素液二O路及水 二O路

各混合物に 1・JVオーノV一括を加ム（煮沸酵素液は酵素液を沸湯中に－o牙

間浸漬して後之を取 b出して冷却したるものな 9)

上記試験液を四O度の定温器中氏置く事四八時間にして之を取b出し少量

の酷酸及食盤を加へ煮沸して漉過し瀦紙上の沈澱は漉紙と共にゲJVダー JV氏法

によ bて其金窒素合量を測定し之を凝固性窒素として示し叉i慮液をー00尭に

充たし其二五認を取b之に硫酸を加へて五%に達せしめ二五%の燐ヲオノVフラ

ム酸液五路を加へて生ずる沈澱を二四時間放置して綾漉過し沈澱は五%の硫酸

を以て洗日i慮紙と共にケノVダーノV氏f去によ bて其金窒素合量を測定すO 突に燐

クオノVフラム酸沈澱をi慮別して得たる穂波にノマ9タの適量を加へて過剰の燐ヲ

オJVフラム酸を沈澱せしめ櫨過して其櫨液を取bケノVダーJV氏誌によ bて其窒

素合量を測定して此等を原液中の量に改算したるに其結果突の如し。
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窒 素 〈日 量 （酷）
窒 素 の 種 類

a b C 

凝因性窒素 2.8 2.8 2.4 

i虜液中の窒素 6r.o 60・4 17.8 

燐クオノVフラム酸沈澱の窒素 45・3 48.0 9.6 

燐ヲオJVフラム自主i慮液の窒素 15・7 12.4 8.2 

燐ヲオノVフラム酸によ bて沈澱せられぎる形に議じたる窒素の量を漣液中

の窒素の量に比較し百分率を以て之を示せば

a 26.6%, b 20・5%』として其差 6.r%なb

以上の結果を見るに酵素の作用を受けてアミノ酸に接したるペプトンの量少な

きを以てエ V プジンの作用！：:l微弱な bと云ム可L0 

9バーゼ（Lip出 e)

トクカゾントゴムの－%水溶液ー00詫にクチネ泊三克を加へて充主去に振

蓋し之に酵素を作用せしめ9チネ油の分解によb℃生ずる酸をアJVカY液を以

て滴定したるが其試験は央の如くに行へb

a. 酵素液 二五持及9チネ油エムノVジオン二五跨

b. 煮沸酵素液二五持及9チネ油エムノVジオン二五持

c. 酵素液 二五昆及水 二五時

各混合物にトノV オー JV一括を加よ、

上記試験液を四O度の定温器中に置く事四八時間にして之を取b出し各に

九五%の酒精五O克及エーアJV五路を加ヘフエノーノVフタ νインを指示薬とし

℃ー0分一規定苛性曹達液を以て滴定せb其結果次の如L0 

a b C 

中和re要せし1I 10規定液（路） ro.8 8.9 6.5 

オレイン酸としての量 （臨） 304.r 250.6 183・0
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よbてaとbとの差はー．九持な b之をオ V イン酸として示せば五三．五態

の酸を生したる事となる故に9バーゼの存在を詮明するに足る可L0 

三、アミラーゼ（Amylase)

澱粉糊に酵素を作用せしめ生ずる還元糖を定量して之を試験する事通常の

f去に従へb即突の如し

a. 酵素液 二五持及二%澱粉溶液二五詫

b. 煮沸酵素液二五時及二%澱粉溶液二五括

c. 酵素液 二五耗及水 二五路

各混合物にトノVオーノV一括を加ム

上記試験液を四O度の定温器中に置く事四八時間にして之を取b出し食盟

及酷酸少量を加へて煮沸し漉過し櫨液を表酸曹遣を以て中和し金量を－00詫

と主し其二O路を取bてベノV トラン氏法によ b還元糖を定量せb其結果次の如

しO

還元糖（葡萄糖として） （庖）

同上ー00泥中の量 （膳）

a 

28.6 

143・2

b C 

2.2 2.6 

I I. I 12・9

上の結果よ ba c bとの差は 143.2ーII.I=I32.I，即一三二、一語の差を生

じたるを見る此れ明氏アミラーどの存在を示すものな b。

四、ヲ vアーゼ（Urease)

尿素の溶液に酵素を作用せしめ此蕗に生したるアンモニヤを定量したるが

其方法次の如し

a. 酵素液 二五路及－%尿素溶液二五路

b. 煮沸酵素液二五時及－%尿素溶液二五時

c. 酵素液 二五時及水 二五詑

各混合物にトノVオーノV一括を加ふ
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上記試験液を四O度の定温器中氏置く事四八時間にして之を取 b出し適量

の盤酸を加へて其作用を止め置3次に苛性曹達を加へて殆ど中和するに至らし

め之に酸化マグネシクムを加へてアノV カ 9性を呈するに至らしめ接生するアン

モニヤをーO卦一規定硫酸液一定量中に蒸飽して後一0芳一規定苛性曹達液を

以て過剰の酸を滴定し尿素の分解によ bて生じ1?.るアンモニアの量を測定した

b、其結果突の如し

a b C 

硫酸液に相常する窒素の量 （膳） 8.9 7.8 5.1 

窒素Iと相常するアンモニヤの量（庖〉 12.0 9・5 6.2 

上記の結果よ ba及 b聞に於けるアンモニヤの量の差は二．五庖なるを見

る故に';JVアーゼの作用は微弱なbと云を得可L0 

玉、エムノVvン（Emulsin)

アミグ、ダ9ン溶液に酵素を作用せしめ其分解によ bて生ずるベシザノVデヒ

ード及びシャン化水素を検出し且生ずる還元糖を定量して試験する事究の如し

a. 酵素液 二五路及二%アミグダ9ン溶液二五括

b. 煮沸酵素液二五見及二xアミググ9ン溶液二五沌
c. 酵素液二五路及水 二五時

各混合物にトノV~ － JV一路を加ム

上記試験液を四0度の定温器中』t置〈事四八時間にして之を取b出し生じ

たるぺシザノVアヒー］，~は其臭によ b て之を検し、又ジヤン化水素は混合液のー

少部を取b苛性曹遣を加へ突に少量の硫酸第一磁を加へて煮沸し！謹酸を加へて

酸性となし一滴の盟化第二銭液を加へペノV ＇） ン青の成否によ bて之を検出し、

又還元糖の定量には液の竿量を取b之に少量の食盟及酷酸を加へて煮沸しi慮過

し其櫨液に茨酸曹遣を加へて中和し水を加へてーooi毛となし其中二0立毛を取
bてベノV トラシ氏？去によ b還元糖を定量し綾之を原液中の量に改算したb其等

の結果を纏括するに突の如し
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a b C 

ベンザJVアヒー 1：の反鷹 正． 負 負

シャン化水素の反謄 正 負 負

還元糖（葡萄糖として〉（賠） 130.5 微量 微量

上の結果を見るに強力なるヱムノvvンの存在明な bとすO

六、植物性キマーゼ（PlantChymase) 

植物性キマーゼがカゼインに劃する作用は動物性キマーゼに類せるが放に

此名在る所にし℃乳汁に酵素液を作用せしめ其凝固反臆を観察したり其方法突

の如し

a. 煮沸酸素液回路、牛乳二0括及五%盤化カ ／Vジクム二沌

b. 酵素液 四路．牛乳二OiG毛及五%盤化カJVシクム二見

c. 酵素液 四路．牛乳二O路及水 二沌

d. 水 六路、及牛乳二O児

上記試験液を四O度の定温器中に置く事六時間にして凝固せる部牙をi慮別

し水洗しi慮紙の憧ケノVダーノV氏I去によ b窒素合量を測定したるが其結果次の如

し

a 

窒素合量（賠） I 6. r 

上の結果を見るに酵素液のみにては牛乳を凝間せLD'る作用比較的少なき

も之に盤化カJレジヲムを加ムる時は其作用著しく増加するを見アzb而して其凝

固の起るは臨化カノVジヲムに困るものならぎるは草に牛乳に盤化カノVジクムを

加ふるも凝固せぎるによ bて識別せらる、向酵素液の濃度と凝聞に要する時間

との関係を試験したるに究の如し

酵素液に水を加へて種令に稀樫し；之を以てroil記bに於けるものと同様の試

験液を作b向トノVオーノV一滴を加へτ定温器中に置主て凝固の初まる時間ど測
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定するに大略突の如き成積を得た b。

酵素液の濃度 凝固初まる迄に経過せし時間

原液の 25倍 12 時間

，， 50 ,, 18 ，， 

，， 100 ,, 24 ，， 

，， 200 ” 32 ，， 

，， 2000 ,, 48 －， 

七、ぺ/Vオキジダーゼ（Peroxydase)

過酸化水素の存在に於てピロガロJVの水溶液it酵素を作用せしめ此蕗に生

ずるプノνプロガ9ンを秤量して酵素の作用を試験したるが其方法突の如L0 

a. 酵素液 二O詑．二%ピロガロノν溶液二O括及。、五%過酸化水素二O路

b. 煮沸酵素液二O児、二%ピロガロノV溶液二0路及。、五%過酸化水素二0詑

c. 酵素液 二O路、二%ピロガロノV溶液二0昆及水 二0括

以上の混合物に各ト JVオ－,v一括を加ム
上記試験液を四O度の定温器中に置く事二四時間にして此慮に生ずるプJV

プロヨl＇） ンの沈澱を諌め秤量し置きた石櫨紙上に集め之を乾燥秤量したb其結

果次の如し

プロプロヌf') :yの量 （諮〉 100・7 I. I 

此結果を見るに aとbとの差は 100.7-1・9=98.8，即八九、八砲にし℃明に

ペノVオキシダーゼの存在を示せb。

入、オキジグーゼ（Oxydase)

オキジダーゼの試験捨はぺJVオキシダーゼに於げると殆同様にして唯試験

溶液に過酸化水素を加へぎるを異とするのみな b即突の如し

a. 酵素液 ー0括及二%ピロガロJV溶液二O括
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b. 煮沸酵素液ーο路及二%ピロガロJV溶液二O拷
c. 酵素液一つ路及水 ニ0路

各混合物にトyオーJV一括l::'加ム

上記試験液を四O支の定温u中に置〈事二四時間の綾此虞民生じたるプy
プロガ9.Yを前同様む平量した h其結果突の如し

I a b C 

フソvプ官官，.9ンの長 （費量） I 14・9 4.0 I.2 

此結果を見るに aとbとの差は僅かにーO．九揺に過ぎず故』tオキジダ－

-t ..の作用は極めて微弱なるを知る可きま b。

九、カタラーゼ（Katalぉe)

カタラーゼは過酸化水素H：作用しt酸素を接生するもの在るが故に之を試

験するには先づ過酸化水素溶液re.酵素を作用せしめて綾之を過マシガシ酸加里

液を以て滴定し酵素を作用せしめぎる時の過マンガン酸加里液の用量を比較す

るか或は過酸化水素溶液に酵素を作用せしめて其際瀞離する酸素の容量を測定

するものな b、今最初の試験結果を掲〈慣れば次の如し

a. 酵素液 -o持及。、五万過酸化水素溶液三O路

b. 煮沸酵素液ー0持及。、五%過酸化水素溶液三O持

c. 酵素被 ー0路及水 三O路

上記各混合物を室温に放置する事三時間にして之を－o分一規定過守 Y ガ
シ酸加里液を以て滴定したb

a b C 

古N過マシガン酸加里液の量（持）｜ 18.89 19・37 1.17 

此を以てカタラーゼの作用著しからざるを知る、向他の試験を行以たるが

其方法衣の如し

a. 酵素液 ー0路及o.五%過酸化水素二O路
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b. 煮沸酵素液ー0括及。、五%過酸化水素二O括

c. 酵素披 ー0括及水 ニO括
上記各混合物を水を充たしたるユヂオメータ由民連結し四0度の定温器中

に置〈事四時間、其聞に費生した0酸素の容量を時φ観測したb其結果次の如

し

． 接生したる酸素の容積（路）
試験液

一時間後 二時間後 三時間後 四時間稜

a. 1.4 4.8 6.9 9・3
b. 0.1 0,1 0,1 0,1 

e. 0.1 0,1 o.r 0.1 

此結果を見るにカタラーゼの作用は著しからぎる事前試験記於τ認めたる

と同様な b。

J・・ー

摘 要

はとベを磨砕して水を以て浸出したる浸出液中に合有せられたる酵素に載

さ試験を行日12b其結果突の如し

一、タ vアーゼ、オキジダーゼ及カタラーゼの作用は極めて微弱な b

二、エV フ・vン及9〆ーゼの作用は著しからず

三、アミラーゼ、品ムJVV:Y、植物性キマーゼ及ペルオキジダーゼの作用は

強大1.t.b 


